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本日の概要

 生涯学習制度によるE領域別研修（事例）の概要

 症例報告のきっかけは？

 症例報告の意義

 発表のハードルを下げる方策
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発表：  1コマ
聴講：1/3コマ

 到達目標（抜粋）：
継続的な職場内外の教育活動や学会への参加できる、学習成果を後輩・同僚に伝達すると共に、理学
療法実践に活用できる、学生や後輩の教育力向上に向けた働きかけをすることができる、率先して研究活
動に参加することができる、学生や後輩への模範となり信頼を得ることができる

 学習目標：
各領域での臨床推論および課題解決のプロセスを経験学習する

→特に発表者は理学療法の実践における医師、看護師、患者さん、ご家族などへの説明能力も含めた臨
床能力の向上が期待される

https://www.japanpt.or.jp/pt/lifelonglearning/new/
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症例報告のきっかけは？

先輩や上司に言われた
→やりたくない、自分の時間を大切にしたい、めんどくさい・・・
→自分では予定していなかったけど、言われてよいきっかけになった

生涯学習制度に含まれているから仕方ない

自分の考えを他の人にも聞いてほしい

患者さんがよくなったことを誰かに伝えたい

やってみたい、勉強になりそう

憧れる、かっこよさそう

苦労・難渋した症例を経験したのでアドバイスがほしい
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症例報告の意義

 臨床能力の向上

 他の医療者への意味のある情報提供 （新規性や臨床的意義・有用性がある場合）

臨床能力

症例検討会

院内発表 ・ 新人発表

学会発表

論文
（症例報告）
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発表のハードルを下げる方策

 準備、環境、心構えなど
・普段の診療から丁寧な評価（定量的、質的）、治療、指導、環境調整を行う
・早めの準備と計画を行う
・既存資料（教科書、診療ガイドライン、先行研究）を調べる
・テーマやラーニング・ポイントを設定し、何を伝えたいかを明確にする
・一般的な型や構成を知る
・患者同意や利益相反、注意点
・文字情報だけにならないように図表（タイムラインなど）を活用する
・先輩の症例報告や各学会の優秀セッション演題の抄録や発表を見る・聴く
・指導者に相談、症例報告関連の参考書を手に取る
・予演会で発表の練習を行い、質疑応答の想定を行う
・症例検討会や学会に先輩や同僚、同期と一緒に参加する
・最初から完璧を目指さない
・聴衆は批判してくる敵ではなく、建設的な意見をくれる味方だと意識する
・失敗したり、上手くいかなくても、その経験が次につながると信じる
・小さな成功体験を積み重ねる
・根拠のない自信、まずはやってみる勇気を持つ（過信には注意）
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既存資料の調査

 一般的な疾患知識 （教科書、総説）

 関連する診療ガイドライン （理学療法ガイドライン第2版、各学会による診療ガイドライン）

 論文検索 （PubMed、Google scholar、医中誌、J-STAGEなど）

 翻訳ソフト、AIの活用



ラーニング・ポイント作りのヒント

 非典型的な発症様式、経過

 想定外の有害事象、合併症とその対応

 新しい検査、治療の提案

 新しい病態生理の推察

 その他
症例は成功体験だけでなく、失敗体験のどちらでも学びがあればOK

佐藤佳澄: 正攻法ではないけれど必ず書き上げられるはじめてのケースレポート論文, 中外医学社, 2023



症例検討会における症例選択やテーマ

 珍しい疾患の提示でなくても大丈夫

 テーマは話が分散しないように1～2つに絞り、多く設定しすぎない

 予期せぬ経過

 理学療法介入時の有害事象や合併症

 新しい評価・検査、治療

 病態理解

 普段の臨床における何気ない疑問点

 一般的な疾患での理学療法実践時における落とし穴

 難渋症例への介入方法や戦略

 その他

→これらを聴講者に相談するような気持ちでテーマ設定



テーマやラーニング・ポイントを意識

・テーマやラーニング・ポイントあり
・新規性、臨床的意義・有用性あり

・テーマやラーニング・ポイントあり
・経過報告のみ



一般的な型や構成

 イントロダクション （はじめに、緒言など）

・known → unknown → problem
・ラーニング・ポイントに関連する背景、ラーニング・ポイントを説明する論理的根拠、ラーニング・ポイント

 ケース・プレゼンテーション （症例、症例紹介など）

・患者基本情報、病歴、診察所見、臨床検査所見、診断や評価、結果と経過
・新規性（第一、第二）を明示
・必要な情報を提示、必要のない余分な情報は記載しない

 考察
・この症例の鍵となるポイント、関連するエビデンスを考慮し症例を解釈、テーマは本症例以外にも広く適応
できるか（一般化可能性）を科学的根拠を持って検討
・新規性（第一、第二）を鉄壁防御一般化（価値判断と有用性）

 結論
・必ずラーニング・ポイントを含む、考察の最後に含む場合あり

松原茂樹: 論文作成ABCうまいケースレポート作成のコツ, 東京医学社, 2014
佐藤佳澄: 正攻法ではないけれど必ず書き上げられるはじめてのケースレポート論文, 中外医学社, 2023



症例報告のためのチェック・リスト



患者同意や利益相反、注意点

 倫理的配慮、倫理審査委員会、説明と同意（書）の取得

 利益相反（COI: Conflict of Interest）の開示

 一般的な注意点
捏造、改ざん、盗用

 個人情報などのデータの取り扱いに注意

 Authorship
国際医学雑誌編集者委員会（ICMJE）、ゴースト、ゲスト、ギフト



Take Home Message

 登録理学療法士の取得のために症例検討会での発表や聴講が必要！

 症例発表の経験がない（少ない）方は、是非、テーマを意識した上で
チャレンジして、臨床能力の向上を図ろう！

 新規性や臨床的意義・有用性がある症例は、症例検討会で終わらずに
学会発表、論文も視野に入れよう！
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